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市

内

の
　
　
　
気
候
は
刻

々
に
変
化
す
る
気
象
状
態
を
長
い
期
間
に
つ
い
て
全
体
と
し
て
な
が
め
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
気

気

候

資

料
　
　候
を
知
る
に
は
気
象
観
測
を
相
当
長
い
期
間
に
わ
た

っ
て
毎
日
定
期
的
に
行
い
、
そ
の
結
果
を
記
録
と
し
て

集
め
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
気
象
観
測
を
国
家
事
業
と
し
て
行

っ
て
い
る
の
が
管
区
気
象
台
、
地
方
気
象

台
、
測
候
所
、
海

洋
気
象
台
な
ど
の
気
象
官
署
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
官
署
は
高
槻
市
内

に
は
存
在
し
な
い
。
こ
の
た
め
、
規
定

の
方
式

に
も
と

づ
く
詳
し
い
気
象
観
測
記
録
を
高
槻
市
内
で
入
手
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
に
準
ず
る
気
象
観
測
を
実
施
し
て
い
る
所

は
市
内
に
も
い
く
つ
か
あ
る
。

高
槻
市
中
消
防
署
お
よ
び
原
と
樫
田
に
あ
る
大
阪
府
所
管
雨
量
観
測
所
が
そ
れ
で
、

こ
の
ほ
か
に
も
国
鉄
高
槻
駅
や
京
都
大

学
阿
武
山
地
震
観
測
所
、
関
西
電
力
北
大
阪
変
電
所
な
ど
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
に
必
要
な
範
囲
で
気
象
観
測
が
行
わ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
市
域
南
部

の
低
地
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
高
槻
市
中
消
防
署
を
選
び
、
北
部
山
地
に
つ
い
て
は
原

と
樫
田
の
雨
量
観
測
所
の
記
録
を
利
用
す
る
こ
と
に
し
た
。
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第四章　高槻の気候と生物

中
消
防
署
の
気
象
観
測
記
録
は
、
昭
和
二
六
年
か
ら
四
〇
年
ま

で
は
、
各
年

の

『高
槻
市
事
務
報
告
書
』
に
、
各
月

の
平

均

気

温
、
降
水
日
数
、
降
水
量
、
最
多
風
向
、
平
均
風
速
、
最
高
風
速
、

平
均
湿
度
な
ど
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
四
四
～
四
八
年
の
月
平
均

気
温
と
月
降
水
量
な
ど
は

『
高
槻
市
統
計
書
　
昭
和
四
九
年
版
』

に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
両
資
料
に
欠
け
て
い
る
四

一
～
四
三

年
と
四
九
年
の
分
に
つ
い
て
は
中
消
防
署
に
残
さ
れ
て
い
る
記
録

か
ら
直
接
お
ぎ
な

っ
た
。

一
方
、
大
阪
府
所
管
雨
量
観
測
所
の
観
測
記
録
は
、
大
阪
府
土

木
部
河
川
課
が
五
年
ご
と
に
集
約
し
て
公
表
し
て
い
る

『
大
阪
府

の
雨
量
』
に
よ

っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
原
観
測
所
は
昭
和
三

〇
年
に
、
樫
田
観
測
所
は
昭
和
三
六
年
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、

そ
れ
以
降
の
そ
れ
ぞ
れ
の
降
水
記
録
は
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
欠
測

を
は
さ
み
な
が
ら
も
、
『
大
阪
府
の
雨
量
』
か
ら
抽
出
し
え
た
が
、

気
温
に
関
す
る
記
録
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
大
阪
府
土
木

部
河
川
課
に
残
さ
れ
て
い
る
集
計
原
票
に
よ
っ
て
、
両
観
測
所
と

も
、
昭
和
三
九
～
四
七
年
と
四
九
年
の
月
平
均
気
温
を
採
録
で
き

高槻市内 と大 阪 ・京都 の気温(℃)と 降水量(mm)

原は大阪府原雨量観測所,樫 田は大阪府樫田雨量観測所の各観測記録による。

いては本文を参照されたい。

昭和五十年版』による(1941～70年の平均値)。
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Ⅰ　高槻の自然環境

た
に
す
ぎ
な
い
。

以
下
、
こ
れ
ら
市
内
の
観
測
記
録
を
も
と
に
、
大
阪
管
区
気
象

台
お
よ
び
京
都
地
方
気
象
台
の
観
測
記
録
を
も
参
考

に

し

な
が

ら
、
高
槻
市
の
気
候
上
の
特
色
を
概
観
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
日

本
全
体
の
気
候
に
つ
い
て
は
和
達
清
夫
監
修

『
日
本

の
気

候
』

東
京
堂

昭
三
三

倉
嶋
厚

『
日
本
の
気
候
』

古
今
書
院

昭
四

一

な
ど
の
参
考
書

が
あ
り
、
以
下
の
記
述
も
こ
れ
ら
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

気

温

気
温
と
降
水
量
と
風
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

表3

注)高 槻は高槻市中消防署,

それぞれの観測年次につ

大阪 ・京都は 『理科年表

 

気
候
の
特
色
を
示
す
も

っ
と
も
基
本
的
な
も
の
で
、
三
大
気
候
要
素
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
表
三
は
市
内
の
三

観
測
所
と
大
阪

・
京
都
の
月
平
均
気
温
お
よ
び
月
降
水
量
を
示
し
た
も
の
で
、
そ
れ
を
グ
ラ
フ
化
す
る
と
図
四

一
の
よ
う
に
な

る
。ま

ず
気
温
に
つ
い
て
み
る
と
、
高
槻
の
年
平
均
気
温
は

一
六

・
一
度
で
、
大
阪
の

一
五

・
六
度
や
京
都
の

一
四

・
八
度
よ
り

や
や
高
い
が
、
原
で
は

一
四

・
五
度
、
樫
田
で
は

一
一
・
七
度
と
な

っ
て
、
北
部

の
山
間
部
に
行
く
ほ
ど
気
温
が
低
く
な
り
、

標
高
約
三
〇
〇

メ
ー
ト
ル
の
樫
田
で
は
、
南
部
の
低
地
に
く
ら
べ
、
年
平
均

で
四

・
四
度
も
低
く
な

っ
て
い
る
。
こ
の
高
槻
と

樫
田
と
の
気
温
差
は
年
間
を
通
じ
て
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
両
者

の
月
平
均
気
温
を
比
較
す
る
と
三
月と

一
二
月
に
比
較
的
差
が
大
き
く
な
り
、
六
～
八
月
に
は
小
さ
く
な

っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
樫
田
地
区
が
南
部
低
地
に
比

べ
て
冬
の
到
来
が
早
く
、
春
が
遅
い

一
方
、
夏
に
は
相
対
的
に
気
温
差
が
小
さ
く
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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第四章　高槻の気候と生物

注)高 槻市は高槻市中消防

署,原 は大阪府原雨量

観測所,樫 田は大阪府

樫田雨量観測所の各観

測記録による。

それぞれの観測年次に
ついては本文を参照さ

れたい。

大阪 ・京都は 『理科年

表 『昭和五十年版』に

よる。

折線グラフは気温。

棒グラフは降水量。

図41　 高 槻市内 と大阪 ・京都 の気候 グラフ

月
平
均
気
温
が

一
月
に
最
も

低
く
な
り
、
八
月
に
最
も
高
く

な
る
こ
と
は
市
内
の
三
観
測
点

お
よ
び
大
阪

・
京
都
と
も
に
共

通
し
て
い
る
が
、
年
次
ご
と
に

み
る
と
二
月
が
最
低
と
な
る
年

も
少
な
く
な

い
の
に
対
し
て
、

最
高
と
な
る

の
は
八
月
に
固
定

し
て
い
る
。

一
方
、
こ
れ
ま
で

に
観
測
さ
れ
た
気
温

の
最
高
お

よ
び
最
低
記
録
は
表
四
の
通
り

で
、
市
内
の
三
観
測
点
に
つ
い

て
は
、
資
料
を
入
手
し
え
た
統

計
期
間
が
短

い
こ
と
に
若
干
の

問
題
は
残
る
が
、
高
槻
で
は
最

高
気
温
が
大
阪

・
京
都

の
そ
れ

を
若
干
上
廻
り
、
最
低
気
温
も
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Ｉ　高槻の自然環境

大
阪

・
京
都
よ
り
も
や
や
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
に
対
し
て
北
部
山
地
の

原
や
樫
田
で
は
冬
季
の
冷
え
込
み
が
厳
し
い
こ
と
な
ど
は
理
解
で
き
よ
う
。

樫
田
の
西
に
続
く
亀
岡
市
の
東
別
院
、
西
別
院
地
区
で
は
、
こ
の
冬
季
の
冷
え

込
み
を
利
用
し
て
古
く
か
ら
寒
天
製
造
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
高
槻
市
域
に
お
け

る
寒
天
製
造
の
伝
統
的
な
中
心
地
は
服
部
谷
で
、
原
盆
地
で
寒
天
製
造
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
最
近

の
こ
と
で
あ
り
、
樫
田
地
区
で
は
今
日
も
ま
っ
た
く

行
わ
れ
て
い
な
い
。
服
部
谷
の
北
～
西
を
囲
む
山
地
や
丘
陵
地
は
そ
れ
ほ
ど
高
く

な
く
、
冬
季
の
冷
え
込
み
を
も
た
ら
す
北
西
季
節
風
を
さ
え
ぎ
る
働
き
は
ほ
と
ん

ど
も
た
な
い
た
め
、
季
節
風
の
吹
き
出
し
の
強
い
夜
に
は
相
当
冷
却
さ
れ
る
も
の

と
推
定
さ
れ
る
が
、
よ
り
寒
冷
な
樫
田
地
区
や
原
盆
地
で
寒
天
製
造
が
発
達
し
な

か
っ
た
こ
と
を
考
え
合
せ
る
と
き
、
服
部
谷
の
寒
天
製
造
を
冬
季
の
寒
冷
な
気
候

の
み
で
説
明
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
不
充
分
で
、
む
し
ろ
服
部
谷
の
お
か
れ
た
社

会
的
経
済
的
条
件
の
方
を
重
視
す
る
こ
と
の
方
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

高
槻
の
平
均
年
間
降
水
量
は

一
三
三八

・
四
ミ
リ

メ

ー

ト

ル

降

水

量

で
、
大
阪

・
京
都
よ
り
も
少
な
い
値
を
示
し
て
い
る
が
、
北
部

山
地
の
原
や
樫
田
で
は
い
ず
れ
も

一
六
〇
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
台
を
記
録
し
て
、
南

部
低
地
の
高
槻
よ
り
年
間
三
〇
〇

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
程
度
降
水
量
が
多
く
な

っ
て
い

表4　 気温の最高および最低記録

注)高 槻は高槻市中消防署,原 は大阪府原雨量観測所,樫 田は大阪府樫田雨量観測所の

観測記録,大 阪 ・京都は 『理科年表昭和五十年版』による。
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第四章　高槻の気候と生物

図42　 大 阪におけ る年降水 量の長期変動

(建設省近畿地方建設局 『淀川百年史』1974による)

る
。
こ
れ
は
北
部
山
地
で
は
春
か
ら
夏
に
か
け
て
地
形
性
の
降
雨
が
多

い
こ
と
に
よ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

降
水
量
は
、
気
温
に
く
ら
べ
て
、
年
次
に
よ
る
変
動
が
か
な
り
激

し
い
こ
と
に
特
色

が
あ
る
。
図
四
二
は

一
八
八
三
～

一
九
六
八
年
の
八
六
年
間
に
お
け
る
大
阪
の
年
降
水

量
の
経
年
変
化
を
示
し
た
も
の
で
、
年
次
に
よ
る
変
動
の
大
き
さ
が

よ
く
示
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
間
の
平
均
年
降
水
量
は
一
三

五
三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
あ

っ
た
の
に
対
し
て
、

最
大
を
記
録
し
た

一
九
〇
三
年

(明
治
三
六
)
は

一
八
四
八
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
平

年

よ

り
三
六

・
六
パ
ー
セ
ン
ト
多
く
、
最
小
を
記
録
し
た

一
九

四

七
年

(昭
和
二
二
)
の
八

一
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
は
平
均
値
を
四
〇

・
一
パ
ー
セ
ン
ト
も
下
廻

っ
て
、
最
大
年
降
水

量
は
最
小
年
の
二
・
三
倍
に
及
ん
で
い
る
。
高
槻
で
は
こ
れ
ほ
ど
長
期

の
観
測
記
録
を

入
手
で
き
な
い
が
、
記
録

の
残
さ
れ
て
い
る

一
九
五

一
年
以
降
に
限

っ
て
み
て
も
、
最

大
を
記
録
し
た

一
九
五
二
年

の
一
六
九
七

・
九
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
は
、

一
九
六
四
年
に
記

録
さ
れ
た
最
小
値
九
二
七

・
○

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の

一
・
八
倍
に
達
し
て
い
る
。

降
水
量
は
ま
た
、
季
節

に
よ

っ
て
も
変
動
が
大
き
い
。
こ
れ
を
月
別

の
平
均
降
水
量

に
つ
い
て
み
る
と
、

一
二
月
を
中
心
と
し
て
一
一
月
か
ら
二
月
ま
で
の
冬
期
に
は
少
な

し
ゅ
う
り
ん

く
、
六
・七
月
の
梅
雨
期
と
九
月
の
秋
霖
期
に
多
く
な

っ
て
い
る
。

こ
の
傾
向
は
北
部
山

地
の
原

・
樫
田
で
も
高
槻
や
大
阪

・
京
都
と
同
じ
で
、
な
か
ん
ず
く
梅

雨
期
の
多
雨
が
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Ｉ　高槻の 自然環境

表5　 近年における大阪の梅雨

注)大 阪管区気象台 『大阪の気象年表』（各年版)お よび大阪府土木部河川課 『大阪府

の雨量』(第４・５集)に より作成。

注
目
さ
れ
る
。

梅
雨
は
春
か
ら
夏

へ
の
移
行
期
に
梅
雨
前
線
が

日
本
付
近
に
停

滞
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
生
ず
る
雨
期
で
、
梅
雨
前
線
の
働
き
が
活

発
な
西
南
日
本
で
顕
著
に
現
わ
れ
る
。
表
五
は
近
年

に
お
け
る
大

阪
の
梅
雨
期
と
そ
の
間
に
お
け
る
大
阪

・
原

・
樫
田
の
降
水
量
を

示
し
た
も
の
で
、
通
常
は
六
月
中
旬
に
入
梅
と
な
り
、
七
月
中
旬

の
梅
雨
明
け
ま
で
約

一
ヶ
月
間
雨
の
多
い
日
が
続

い
て
、
そ
の
降

水
量
は
三
五
〇
～
四
〇
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
。

こ
の
梅
雨

期
の
降
水
は
、
む
か
し
か
ら
田
植
に
と

っ
て
は
な
く
て
は
な
ら
な

い
も
の
で
あ
り
、
近
年
は
都
市
部

に
お
け
る
夏
の
用
水
需
要
に
そ

な
え
る
重
要
な
役
割
を
も
有
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
が
、

年
に
よ
っ
て
そ
の
変
動
が
大
き
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
与
え
て

い
る
。

い
わ
ゆ
る
集
中
豪
雨
が
現
わ
れ
や
す
い
の
も
こ
の
時
期
で
、

一

九
三
八

(昭
和

一
三
)
年
七
月
五
日
に
神
戸
で

一
日

の
降

水

量

二

七
〇

・
四
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
を
記
録
し
て
、
六
甲
山

の
山
津
波
を
は

じ
め
と
す
る
阪
神
大
水
害
を
起
し
た
豪
雨
が
よ
く
知

ら

れ

て

い
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第四章　高槻の気候と生物

る
。最
近
で
は

一
九
六
七
年
七
月
九
日
に
台
風
七
号
く
ず
れ
の
低
気
圧
が
梅
雨
前
線
に
吸
収
さ
れ
、
中
九
州
か
ら
瀬
戸
内
海
を
東

北
東
に
進
ん
で
大
阪
付
近
を
通
過
し
た
た
め
、
六
甲
山
で
は
再
び
土
石
流
が
発
生
し
、
神
戸
市
街
に
大
き
な
被
害
を
与
え
た
。

府
下
で
は
北
摂
山
地
を
中
心
に
日
降
水
量
二
〇
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
高
槻
市
内

で
も

一
部

の
地
区

が
浸
水
し
た
。
こ
の
年

の
梅
雨
は
、
入
梅
が
六
月
二

一
日
と
遅
か

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
七
月

一
三
日
に
は
梅

雨
明
け
と
な
っ

て
、
二
二
日
間
と
い
う
異
状
に
短
い
梅
雨
期
で
は
あ

っ
た
が
、
梅
雨
前
線
の
活
動
は
例
年
に
な
く
活
発
で
大
雨
が
集
中
的
に
降

っ
た
の
を
特
色
と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
梅
雨
期
の
降
水
量
が
異
状
に
少
な
い
空
梅
雨
の
記
録
も
少
な
く
な
く
、

一
八
九
四

(明
治
二
七
)
年
や

一
九

二
四
年
、
二
九
年
、三
九
年
、
四
四
年
な
ど
が
知
ら
れ
、
最
近
で
は

一
九
七
三
年

の
異
常
渇
水
が
記
憶
に
生
々
し

い
。

こ
の
年
は

六
月
五
日
に
は
早
く
も
入
梅
宣
言
が
出
さ
れ
た
も
の
の
、
梅
雨
前
線
は
南
方
海
上
に
停
滞
し
て
北
上
す
る
こ
と
が
少
な
く
、
比

較
的
晴
間
の
多
い
梅
雨
期
が
経
過
し
て
、
七
月
四
日
に
は
南
海
上
で
梅
雨
前
線
が
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
間
の
降
水
量
は

大
阪
で

一
〇
九

・
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
と
平
年
の
三
分
の

一
以
下
に
と
ど
ま
り
、
し
か
も
梅
雨
明
け
の
後
は
連
続

二
八
日
間
雨
が

降
ら
ず
、
無
降
水
継
続
記
録
を
更
新
し
た
う
え
、
八

・
九
月
も
平
年
よ
り
雨
量
が
少
な
か
っ
た
た
め
大
変
な
水
不
足
を
き
た
し
、

上
水
道
や
工
業
用
水
の
時
間
給
水
が
実
施
さ
れ
た
。

梅
雨
期
に
つ
い
で
降
水
量
が
多
い
の
は
台
風

・
秋
霖
期
で
あ
る
。
秋
霖
は

「
秋
の
長
雨
」
と
も
い
わ
れ
、
夏

か
ら
秋

へ
の
移

行
期
に
梅
雨
前
線
と
よ
く
似
た
秋
雨
前
線
が
日
本
付
近
で
停
滞
す
る
た
め
に
雨
の
降
り
続
く
日
が
多
く
な
る
現
象

で
、
こ
の
時

期
が
ち
ょ
う
ど
台
風

の
襲
来
期
と
重
な
る
た
め
、
台
風
が
秋
雨
前
線
を
刺
戟
す
る
と
大
雨
が
降
る
。

一
八
九
六

(明
治
二
九
)
年

に
琵
琶
湖
の
水
位
を
プ
ラ
ス
三

・
七
三
メ
ー
ト
ル
ま
で
上
げ
て
琵
琶
湖

・
淀
川
流
域
に
大
洪
水
を
引
き
起
し
、
新
淀
川
の
開
削
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Ⅰ　高槻の自然環境

や
三
川
合
流
点
の
河
道
整
備
、
瀬
田
川
洗
堰

の
設
置
な

ど
を
中
核
と
す
る
淀
川
改
良
工
事

の
直
接
的
な
契
機
と

な

っ
た
豪
雨
や
、

一
九

一
七

(大
正
六
)
年

一
〇
月

一
日

に
淀
川
右
岸
大
塚
町
の
堤
防
を
決
壊
し
て
市
域
南
部
に

大
洪
水
を
も
た
ら
し
た
豪
雨
、

一
九
五
三

(昭
和
二
八
)

年
九
月
二
五
日
に
芥
川
右
岸
お
よ
び
桧
尾
川
左
岸
の
堤

防
を
決
壊
し
て
上
牧
地
区
を
中
心
と
し
て
大
き
な
浸
水

被
害
を
出
し
た
豪
雨
な
ど
は
、

い
ず
れ
も
台
風
と
秋
雨

前
線
が
重

っ
て
発
生
し
た
も

の
で
あ

っ
た
。

一
方
、
冬

の
積
雪
は
高
槻
市
内
で
は
ほ
と
ん
ど
み
ら

れ
な
い
。

こ
れ
は
高
槻
市
域
が
丹
波
山
地
の
南
端
に
あ

た
る
北
摂
山
地

の
南
側
に
位
置
し
て
冬
季
の
降
水
量
が

少
く
、
市
域
南
部
の
低
地
で
は
気
温
も
比
較
的
高

い
た

め
で
、
北
部
山
地
の
原
や
樫
田
で
も
積
雪
よ
り
凍
結

の

ほ
う
が
卓
越
し
て
い
る
。
南
部
の
低
地
で
降
雪
を
み
る

の
は
、
ひ
と
冬
に
数
回
、
北
西
季
節
風
の
吹
き
出
し
が

強
い
と
き
に
、
北
摂
山
地
を
越
え
て
運
ば
れ
て
き
た
雪

注)高 槻市中消防箸によって観

測された昭和26～49年の24年

間における各年次の月別最多

風位をもとに集計し,図化した。

各風向頻度は,当 該季節の

全風向出現度数に対する各風

向(8分 方位)の 出現度数の

百分率 を示す。全風向出現度

数は冬が71,春～秋が各72で,

全年は287である。

図43　 高槻の風向
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第四章　高槻の気候と生物

表6　 京阪神地方に大きな影響を及ぼしたおもな台風

(大阪管区気象台資料による)

が
ち
ら
つ
く
程
度
で
あ
る
。

図
四
三
は
高
槻
市
中
消
防
署
か
ら
発
表
さ
れ
た

一
九
五

風

と

台

風

一
～
七
四
年

の
二
四
年
間
に
お
け
る
月
別
最
多
風
向
を

集
計
し
て
作
成
し
た
も

の
で
、
日
々
の
風
向
観
測
記
録
を
も
と
に
作
成
さ

れ
る
通
常
の
風
配
図
と
は
若
干
性
格
を
異
に
す
る
が
、
高
槻
に
お
け
る
卓

越
風
の
方
向
は
ほ
ぼ
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、

高
槻
の
風
向
は
、
年
間
を
通
じ
て
み
る
と
北
東
風
と
西
風
が
卓
越
し
、
南

風
や
南
東
風
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。

こ
れ
は
北
摂
山
地
の
南
麓
に
位

置
す
る
と
い
う
地
形
的
位
置

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
わ
が
国
で
卓
越

す
る
冬
の
北
西
季
節
風
お
よ
び
夏

の
南
東
季
節
風
が
、
と
も
に
高
槻

へ
は

北
摂
山
地
の
山
麓
線
に
沿

っ
て
吹
き

こ
ん
で
来
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ

ろ
う
。

季
節
的
な
風
向
の
違
い
を
み
る
と
、
冬

(
一
二
～
二
月
)
と
夏

(
六
～
八

月
)
に
は
西
風
が
卓
越
し
、
春

(三
～
五
月
)
と
秋

(九
～

一
一
月
)
に
は
北

東
風
が
卓
越
し
て
い
る
。

こ
れ
に
次

い
で
多

い
の
は
冬

に
は
北
西
風
と
北

風
、
春
に
は
西
風
と
北
風
、
夏

に
は
北
東
風
と
南
西
風
、
秋
に
は
北
風
と

な
っ
て
、
各
季
節
の
風
向
を
特
色
付
け
て
い
る
。
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Ｉ　高槻の自然環境

な
か

高
槻
市
を
含
む
近
畿
地
方
中
央
部
は
、
南
部
や
北
部
ほ
ど
に
は
風
の
強
く
な
い
地
域
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
高
槻
市
中
消
防

署
の
観
測
記
録
に
も
明
瞭
に
示
さ
れ
て
お
り
、

一
九
六
〇
～
七
四
年
の

一
五
年
間
に
お
け
る
年
間
平
均
風
速

は
○

・
九
三
～

一

図44　 近畿に災害を もた らしたお もな台風の進路
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第四章　高槻の気候と生物

・
七
メ
ー
ト
ル
／
秒
に
す
ぎ
な
い
。
比
較
的
強
い
風
が
吹
く
の
は
季
節
風
の
卓
越
す
る
冬
季
で
、

一
九
六
三
年
の

一
月
と
二
月

に
二
五
メ
ー
ト
ル
／
秒
の
最
大
風
速
が
観
測
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、

一
〇

メ
ー
ト
ル
／
秒
以
上
の
強
風
が
吹
く
日
も
少
く
な
い

が
、
そ
の
他

の
季
節
に
は
、
台
風
の
襲
来
時
を
の
ぞ
け
ば
強
風
の
吹
く
日
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。

一
九
六
〇
年
以
降
、
高
槻
市
中
消
防
署
に
よ

っ
て
観
測
さ
れ
た
最
大
風
速
は

一
九
六

一
年
九
月

一
五
日
に
京
阪
神
地
方
を
襲

っ
た
第
二
室
戸
台
風

(台
風

一
八
号
)
時
の
四
五
メ
ー
ト
ル
／
秒
で
、
以
下

一
九
六
五
年
の
台
風

二
三
号
に
よ
る

三
〇
メ
ー
ト

ル
／
秒

(九
月

一
〇
日
)、

一
九
六
四
年

の
台
風
二
〇
号
に
よ
る
二
九
メ
ー
ト
ル
／
秒

(九
月
二
五
日
)
と
、
い
ず

れ
も
九
月
の
台

風
襲
来
時
の
記
録
が
続
い
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
高
槻
地
方
に
強

い
暴
風
を
も
た
ら
し
た
の
は
い
ず

れ
も
台
風
で
あ

っ
た
。

表
六
は
高
槻
市
を
含
む
京
阪
神
地
方
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
お
も
な
台
風
を
列
挙
し
た
も
の
で
、
そ
の
通
過

コ
ー
ス
は
図

四
四
に
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
み
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
京
阪
神
地
方
に
強
い
暴
風
が
吹
き
荒
れ
た
台
風

の
コ
ー
ス
は
い
ず

れ
も
近
畿
地
方
中
西
部
か
ら
北
部
を
通

っ
て
お
り
、
こ
と
に
京
阪
神

の
三
大
台
風
と
呼
ば
れ
る
室
戸
、
ジ

ェ
ー
ン
、
第
二
室
戸

の
各
台
風
が
、
と
も
に
室
戸
岬
付
近
か
ら
淡
路
島
を
通

っ
て
阪
神
間
に
上
陸
し
た
の
ち
北
東

に
進

ん
で
若
狭
湾

へ
ぬ
け
た
の
に

対
し
て
、
前
述
し
た
よ
う
に
琵
琶
湖

・
淀
川
流
域
に
豪
雨
を
降
ら
せ
て
洪
水
を
ひ
き
起
し
た
台
風
は
、
す
べ
て
紀
伊
半
島
南
部

か
ら
東
海
地
方

へ
ぬ
け
る

コ
ー
ス
を
と

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
京
阪
神
地
方
に
と
っ
て
淀
川
の
西
方
を
北
上

す
る
台
風
は
風
台
風
と
な
り
降
水
量
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
が
、
台
風
が
淀
川
の
東
方
を
北
東
進
す
る
場
合

に
は
雨
台
風
と
な

る
訳
で
、
台
風
の
コ
ー
ス
に
よ

っ
て
そ
の
影
響
が
大
き
く
異

っ
て
く
る
。
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第
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節
　
高
槻

の
生
物

Ⅰ　高槻の自然環境

植

生

昭
四

七

高
槻
市
を
含
む
北
摂
地
域
の
植
生
に
つ
い
て
は
、
専
門
家
に
よ
る
調
査
報
告
書
が
い
く

つ
か
発
表
さ
れ
て
い

る
の
で

堀
勝

「
北
隈
群
山
の
植
物
」
『北
摂
群
山
地
域
調
査
書
』
大
阪
府
土
木
部
、
昭
三
四
、
『
北
摂
山
麓

一
帯
開
発
計
画
調
査
研
究
報

告
書
』
大
阪
府
、
昭
四
六
、
『近
畿
圏
保
全
区
域
等
整
備
計
画
策
定

に
関
す
る
調
査
報
告
書
｜
北
摂
連
山
区
域
｜
』
同
調
査
会
、

そ
れ
ら
に
よ
り
な
が
ら
高
槻
市
域
に
お
け
る
植
生
の
現
況
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
こ
う
。

植
生
は
、

一
般

に
地
形

・
気
候

・
土
壌
な
ど
の
条
件
に
よ

っ
て
地
域
的
に
異
な
り
、
ま
た
自
然
の
植
生
は
長

い
歴
史
の
中
で

自
然
的
に
も
、
ま
た
人
為
的
に
も
大
き
な
変
化
を
う
け
て
今
日
に
至

っ
て
い
る
。
北
摂
地
域
は
地
形
的
に
は
低
山
性

の
山
地
や

丘
陵

・
台
地

・
低
地
か
ら
な
り
、
気
候
的
に
は
全
般
に
暖
温
帯
に
属
し
て
い
る
の
で
、
本
来
の
自
然
的
植
生

は
、
大
部
分
の
地

域
が
照
葉
樹
林
帯
に
属
し
て
い
る
が
、
標
高
六
〇
〇

メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
本
山
寺
か
ら
ポ
ン
ポ
ン
山
に
か
け

て
の
尾
根
づ
た
い

一
帯
な
ど
に
は
、
わ
ず
か
な
が
ら
ミ
ズ
ナ
ラ

・ブ
ナ
な
ど
冷
温
帯
に
特
有
の
落
葉
広
葉
樹
林
が
み
ら
れ
、
両
者
の
中
間
に
は
モ

ミ
や
ツ
ガ
を
特
徴
と
す
る
暖
帯
落
葉
樹
林
が
分
布
し
て
い
る
。

暖
温
帯
照
葉
樹
林
は
、
シ
イ

(
ス
ダ
ジ
イ
・
ツ
ブ
ラ
シ
イ
)
と
カ
シ

(
ア
ラ
ヵ
シ
・
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
・
ア
カ
ガ
シ
)
で
代
表
さ
れ
る

常
緑
広
葉
樹
で
、
か
つ
て
人
間
に
よ
る
伐
採
が
行
わ
れ
る
以
前
に
は
、
北
摂
地
域
の
代
表
的
な
自
然
植
生
と
し
て
広
く
分
布
し

て
い
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
数
千
年
に
お
よ
ぶ
人
間
居
住

の
歴
史
を
通
じ
て
し
だ
い
に
姿
を
消
し
て
ゆ
き
、
今
日
で
は
社

寺
の
境
内
や
河
川
沿

い
の
急
斜
面
な
ど
に
わ
ず
か
に
残
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な

い
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
比
較
的
自
然
林
に
近
い

形
を
保
持
し
て
い
る
の
が
本
山
寺
や
神
峰
山
寺
の
境
内
林

で
、

こ
れ
ら
は
信
仰
的
な
理
由
で
よ
く
保
存
さ
れ
で
き
た
た
め
老
木
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図45　高槻市北部山地の現存植生図
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Ｉ　高槻の自然環境

が
多
く
、
樹
高
二
〇
メ
ー
ト
ル
程
度
に
達
す
る
樹
木
も
稀
で
は
な
い
。
本
山
寺
で
は
ヵ
シ
類
が
優
占
し
、
神
峰

山
寺
で
は
ス
ダ

ジ
イ
が
卓
越
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
安
岡
寺
境
内
の
ス
ダ
ジ
イ
、
成
合
春
日
神
社

の
ア
ラ
カ
シ
、
川
久
保
諏
訪
神
社
や
原
中

村
八
坂
神
社
の
ス
ダ
ジ
イ
と
ア
ラ
カ
シ
も
よ
く
保
存
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
高
槻
市
域
の
山
地
を
も

っ
と
も
広
く
被

っ
て
い
る
の
が
ア
カ

マ
ツ
林
で
、

一
般
に
樹
高

一
〇
メ
ー
ト
ル
以

下
の
低
木
林
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
お
り
、
ク
ヌ
ギ
や

コ
ナ
ラ
と
の
混
交
も
多
い
。
こ
の
植
生
は
関
西
地
方
で
は
も

っ
と
も

一

般
的
な
二
次
林

(代
償
植
生
)
で
、
照
葉
樹
林

の
伐
採
跡
地
に
生
育
し
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
萩
谷
や
樫
田
地
区

の
杉
生

・

中
畑
で
は
ア
カ

マ
ツ
特
有

の
赤
い
樹
幹
が
遠
く
か
ら
で
も
鮮
か
に
望
ま
れ
る
樹
令
五
〇
～

一
〇
〇
年

の
美
し

い
純
林
が
み
ら
れ

る
。ア

カ
マ
ツ
林

に
次

い
で
多

い
の
が
ク
ヌ
ギ

・
コ
ナ
ラ
を
お
も
な
構
成
種
と
す
る
落
葉
性
雑
木
林

で
、
こ
れ
も
関
西
地
方
に
多

い
二
次
林
で
あ
る
が
、
か

つ
て
は
薪
炭
林
、
農
用
林
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
近
年
は
こ
れ
ら

の
需
要
が
著
し
く

減
少
し
た
た
め
、
下
刈
り
や
落
葉
掻
き
な
ど
の
管
理
作
業
が
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
ず
に
放
置
さ
れ
て
い
る
結
果
、
ほ
と
ん
ど
が
ブ

ッ
シ
ュ
状
を
呈
し
、
紅
葉
期
を
除
い
て
は
、
か
つ
て
の
よ
う
な
雑
木
林
と
し
て
の
美
し
さ
は
み
ら
れ
な
く
な

っ
た
。

一
方
、
今
日
も
な

お
経
済
林
と
し
て
の
有
用
性
を
も

っ
て
い
る
の
は
ス
ギ

・
ヒ
ノ
キ
林
で
、
川
久
保
お
よ
び
原
～
樫
田
間

の

山
地
に
多
く
分
布
し
て
い
る
。
こ
の
林

は
ほ
と
ん
ど
が
人
工
的
な
植
林
地
で
、
日
照
が
少
な
く
、
土
壌
が
比
較
的
湿

っ
て
い
る

谷
間
に
沿

っ
て
、
下
の
方
に
は
ス
ギ
、
上
の
方
、
つ
ま
り
中
腹
に
は
ヒ
ノ
キ
が
栽
植
さ
れ
て
、
群
落
組
成
が
単
純
な
林
相
を
呈

し
て
い
る
。
尾
根
付
近
の
乾
燥
す
る
と
こ
ろ
で
は
ア
カ
マ
ツ
に
変

っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
安
満
山
の
南
麓
に
付
着
す
る
丘
陵
地
や
南
平
台

の
東
斜
面
な
ど
に
は
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
の
竹
林
が

み
ら
れ
、
梶
原

105



第四章　高槻の気候と生物

図46　樫田地域主要植物分布

の
畑
山
神
社
境
内
に
は
樹
高
一
三

メ
ー
ト
ル
余
に
達
す
る
ク
ス
が
そ

び
え
て
い
る
。

ま
た
、
北
部
の
川

久
保
集
落
に
近

い
水
無
瀬
川
河
谷

に
は
自
然
に
近

い
形
を
と
ど
め
る

ケ
ヤ
キ
林
が
生
育
し
、
出
灰
下
条

の
素
盞
鳴
神
社

に
あ
る
樹
令
約
三

〇
〇
年
と
推
定

さ
れ
る
カ
ツ
ラ
の

大
樹
は
府
下
最
大
の
も
の
で
、
府

指
定
天
然
記
念
物
と
な

っ
て

い

る
、

一
方
、
市
域
東
部
の
鵜
殿
地

先
に
ひ
ろ
が
る
淀
川
河
川
敷
に
は

広
大
な
ヨ
シ
原
が
み
ら
れ
、
こ
の

ヨ
シ
は
古
代
以
来
雅
楽
器
の
原
料

と
し
て
珍
重
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
北
摂
山
地
南
麓
の
丘

陵
地
帯
や
、
成

合
北
部
お
よ
び
芥
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Ｉ　高槻の自然環境

表7　 樫田地域の植物群

高槻市教育研究 会理科部 『樫 田植物誌(2)』昭39に よる。
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第四章　高槻の気候と生物

川
上
流

の
河
谷
で
は
、
大
規
模
な
ゴ
ル
フ
場
の
開
発
が
既
存

の
二
次
林
を
シ
バ
草
原
に
変
え
、
宅
地
造
成
や
採
石

・
採
土
の
盛

行
が
植
生
を
破
壊
し
て
お
り
、
北
部
山
地
で
も
二
次
林
伐
採
跡
が
植
林
も
さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ
る
な
ど
、
大
都
市
近
郊
に
特
徴

的
な
現
象
が
随
所
で
み
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
な
か
に
あ

っ
て
、
市
域
北
端

の
樫
田
地
区
は
今
日
も
な
お
豊
か
な
植
生
に
恵
ま
れ
、
そ
の
冷
涼
な

樫
田
の
植
物

気
候
が
府
下
で
は
珍
ら
し
い
高
山
性

の
植
物
を
よ
く
生
育
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
図
四
六
お

よ
び
表
七
は
、
長
年
樫
田
地
区
で
植
物
の
研
究
を
続
け
て
い
る
渡
辺
登

(高
槻
市
立
樫
田
小
学
校
長
)
の
研
究
成
果
に
よ
っ
て
、

主
要
な
植
物
群

の
分
布
と
各
植
物
群
を
構
成
す
る
お
も
な
植
物
名
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
植
物
群

の
中
で
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
明
神
岳
の
南
東
斜
面
に
源
を
発
す
る
溪
流

に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
た
寺
谷
湿

地
帯
の
植
物
群
で
、
濃
紫
色
の
ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
や
帯
白
紅
紫
色
の
サ
サ

ユ
リ
な
ど
が
開
花
す
る
初
夏

の
頃
、
お
よ
び
青
紫
色

の
サ
ワ
ギ
キ
ョ
ウ
、
橙
赤
色
の
コ
オ

ニ
ユ
リ
、
帯
白
紅
紫
色
の
サ
ワ
ア
ザ
ミ

(キ
セ
ル
ア
ザ
ミ
)、
白
色
の
ノ
リ
ウ
ツ
ギ
な
ど
が

咲
き
揃
う
晩
夏

の
頃
は
、

こ
の
湿
地
帯
の
も

っ
と
も
美
し
い
時
期
で
あ
る
。
こ
の
湿
地
帯
で
は
ま
た
、
府
下
唯

一
の
分
布
地
と

い
わ
れ
る
タ
ニ
ヘ
ゴ
や
ノ

ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
も
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
あ
ち
こ
ち
に
草
本
類
の
群
生
地
が
み
ら
れ
る
の
も
樫
田
の
特
色
で
、
樫
田
地
区
の
南
端

で
芥
川
に
注
ぐ
岡
山
川
の
谷

に
は
地
区
最
大
の
フ
タ
バ
ア
オ
イ
の
大
群
生
地
が
あ
り
、
中
畑
川
に
沿

っ
て
は
、
源
流
域
に
近

い
桜
木
東
の
原
に
イ
ヌ
シ
ョ
ウ

に
し
ん
じ
ょ
う

マ
・
ト
リ
ア
シ
シ
ョ
ウ
マ
の
群
生
が
点
在
し
て
、
ヤ
ブ
レ
ガ
サ
の
大
群
生

へ
と
続
い
て
い
る
ほ
か
、
西
条
か
ら
西
方

へ
山
道
に

入
る
と
、
や
ぶ
の
中
に
ホ
ウ
チ
ャ
ク
ソ
ウ
の
群
生
が
み
ら
れ
る
。
田
能
川
沿
い
で
は
、
明
神
岳
南
方
山
足
の

ス
ギ
林
の
中
を
流

れ
る
溪
流

に
沿

っ
た
湿
地
帯
に
み
ら
れ
る
タ
ニ
ヘ
ゴ
の
大
群
生
が
府
下
最
大
級
の
分
布
地
と
し
て
特
に
注
目
さ
れ
、
二
料
川
の
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流

域

で

は
、

全

域

に

わ

た

っ
て
、

溪

流

沿

い
や

ち

ょ

っ
と

し

た

湿

地

に
も

ツ
リ

フ
ネ

ソ
ウ
が

群

生

し

て
晩

夏

か

ら

中

秋

に
か

け

て
濃

紅

色

の
花

を

一
面

に

つ
け

て

お

り
、

川

久

保

地

区

の
そ

れ

と

と

も

に
、

市

域

北

部

の
溪
流

周

辺

の
特

色

を

な

し

て

い
る

。

木

本

類

で

は
田

能

の
樫
船

神

社
裏

の
原

生

林

が

注

目

さ

れ

、

ツ

ガ

（
ト
ガ
)
を
高

木

、

ヒ

ノ
キ

を
亜

高

木

と

し

て
、

低

木

に

は

ウ

シ
カ
バ

、

サ

カ

キ
、

ア

セ
ビ

、

ソ

ヨ
ゴ
等

を
配

し

て
、

自

然

の
景

観

を

よ
く
保

存

し

て

い
る
。

こ

の
周

辺

に

は
、

コ
シ

ア

ブ

ラ
、

イ

モ

ノ
キ

(
タ
カ
ノ
ツ
メ
)
、
シ
ラ
カ
シ

、

ア

ラ
カ

シ
、

モ

ミ
、

カ

ヤ
、

ウ

ス
ギ

ョ
ウ

ラ

ク
な

ど

、

や

や

寒

冷

地

の
も

の

が

多

く
、

原

生

林

の
奥

は

ア

カ

マ
ツ
林

と

な

っ
て

明
神

岳

へ
と
連

っ
て

い

る
。

北

摂

山

地

は
、

低

山

帯

と

し

て
は
鳥

相
が

豊

か

な

こ

と

で
知

ら

れ

て

い
る

。

こ
れ

は
、

府

下

屈

指

の
鳥

類

繁

動

物

殖

地

で
あ

る
箕

面
溪

谷

の
山

林

が

、

一
八
九

八

(
明
治
三

一
)
年

に
府

下

最

初

の
自

然

公

園

に
指
定

さ

れ

て
、

そ

の
豊

か
な

自

然

環
境

が

保

護

さ

れ

て
き

た

こ
と

、

大

規
模

な

伐
採

・
植

林

が

ほ

と

ん
ど

行

わ

れ

て

お
ら
ず

、
植

物

相
が

豊

富

で
鳥

類

の
生
息

に
も

っ
と

も
適

し

た
落

葉

性

雑

木

林

が

広

が

っ
て

い
る

こ
と

に

お

う

と

こ

ろ
が

大

き

い
。

通

年

こ

の
地

に
と

ど

ま

り
、

あ

ま

り
移

動

し

な

い
留

鳥

で

は
、

カ

ラ

ス
、

ス
ズ

メ
が

も

っ
と
も

目

立

つ
が

、
溪

流

に
す

む

カ

ワ

ガ

ラ

ス
、

広

葉

樹

に
営
巣

す

る

ヒ

ヨ
ド

リ

の

ほ

か
、

ウ
グ

イ

ス
、

シ
ジ

ュ
ウ

カ

ラ

、

ノ
バ

ト
、

キ

ジ
、

ヤ

マ

ド

リ
、

メ

ジ

ロ
、

ア

カ

ゲ

ラ
、

カ

ヶ

ス
な

ど
が

み

ら

れ
、

ア

カ

マ

ツ
林

に

は

ト
ビ

や

ク

マ
タ

カ
が

生
息

し

て

い
る
。

渡

り
鳥

で

は

五
月

上

旬

か

ら
九

月

下

旬

ま

で

ホ

ト

ト
ギ

ス

の
鳴
き

声

が

よ
く

聞

か

れ
、

冬

に

は

オ

シ
ド

リ
や

カ
イ

ツ
ブ

リ
が

飛
来

し

て

用
水

池

に
姿

を

見

せ

る

一
方

、

ガ
ン

の
仲

間

も

中

継

地

と

し

て
利

用

し

て

い

る
。

昆

虫

類

も

ま

た
種

類

が

豊

富

で
、

ト

ン
ボ
、

バ

ッ

タ
、

カ

メ

ム

シ
、

チ

ョ
ウ
、

ガ
、

甲

虫

、

ハ
チ
な

ど
が

多

く
、

チ

ョ
ゥ

は

八
〇

種

以

上
が

調

査

さ

れ

て
、

府

下

で

は
も

っ
と

も
豊

富

で
あ

る
。

先

年

樫

田
地

区

で
確

認

さ

れ

た

ギ

フ
チ

ョ
ウ
、

ス

ミ
ナ

ガ

109



第四章　高槻の気候と生物

シ

は
、

す

で

に
府

下

で
は
絶

滅

し

た
と

い
わ

れ

て

い
た

も

の
で

あ

る
。

哺

乳

類

で

は

リ

ス
、

ウ

サ
ギ
、

ノ
ネ

ズ

ミ
、

カ

ワ
ネ

ズ

ミ
な

ど

の
小
型

哺

乳

類

の

ほ

か
、

キ

ツ
ネ

や

タ

ヌ
キ
、

イ

タ

チ
な

ど

も

生

息

し

、

移
動

性

の
も

の

と

し

て

は

イ

ノ

シ

シ
や

サ

ル
、

シ
カ
が

出

没

す

る

。

中

で

も

イ

ノ

シ

シ
は
春

と
秋

に
姿

を

現

わ

し
、

春

に

は

タ

ケ

ノ

コ
を

、

秋

に
は

稲

の
稔

っ
た

田

や
豆

類

、

イ

モ
類

の

畑

を
荒

し

て
耕

地

に
被

害

を

出

し

て

い
る

。

こ

の
た

め
、

樫

田
地

区

を

は

じ

め
、

川

久

保

、

萩

谷

な

ど

山

間

部

の
田

畑

に

は
猪

垣
が

め
ぐ

ら

さ

れ

て
お

り

、

こ
れ

ら

の
地

区

で

は
毎

年
数

頭

～

十
数

頭

の
イ

ノ

シ

シ
が

捕

獲

さ

れ

て

い
る
。

爬

虫

類

で

は
、

ア
オ

ダ

イ

シ

ョ
ウ
、

シ

マ

ヘ
ビ
、

ヒ
バ

カ

リ
や

ト

カ
ゲ

の
仲

間

な

ど

が

よ
く

み

ら

れ

、

甲

ら

の

ふ

ち
が

ぴ

ゅ

っ
と

そ

っ
た

ク

サ
ガ

メ
も

生

息

し

て

い
る

。

軟

体
動

物

で

は

シ

ジ

ミ

や

タ

ニ
シ
な

ど

の
貝
類

や
、

カ

タ

ツ

ム
リ

写16　 樫 田の イノシシ(樫 田支所提供)

 

の
仲

間

で
は

、

ふ

ち
が

赤

く
染

ま

る

ツ
バ

ベ

ニ
マ
イ

マ
イ

が

お

り

、

両
生

類

で

は

モ
リ

ア

オ

ガ

エ
ル
が

多

く

、
樫

田

地

区

で

は

そ

の
卵

が

白

い

ア

ワ
を
作

っ
て

ぶ
ら

下

っ
て

い
る

の
を

よ

く
見

か
け

る
。

芥

川

上

流

の
漢

流

に
棲

む

ヒ
ダ

サ
ン

シ

ョ
ウ

ウ

オ
も

珍

ら

し

い
。

魚

類

高
槻
市
域
で
魚
類
が
多
い
の
は
芥
川
と
淀
川
で
、桧
尾
川
や
水
無
瀬
川
に
は
少
な
い
。芥
川
上
流
の
魚
類
に
つ

い
て
は
渡
辺
登
に
よ
っ
て
調
査
報
告
書
が
発
表
さ
れ
て
お
り

渡
辺
登

『樫
田
魚
類
誌
』
昭
四
六
、
『芥
川
上
流
の
魚

類
』
高
槻
市
教
育
研
究
所
理
科
セ
ン
タ
ー
、
昭
四
八

そ
れ
に
よ
る
と
、
芥
川
で
は
源
流
部
か
ら
下
流
ま
で
の
間
で
魚
類
の
分
布
が
は
っ
き
り
分
れ
て
い
る
と
い
う

(図
四
七
)。
す
な

11 O



Ⅰ　高槻の自然環境

図47　 芥 川上 ・中流の魚類分布図

(高槻市教育研究所理科センター,高 槻市教育

研究会理科部 『芥川上流の魚類』1973年による)

わ
ち
、
田
能
川
や
出
灰
川

の
源
流
お
よ
び

こ
れ
ら
に

注
ぐ
小
支
谷
に
は
タ
カ

ハ

ヤ
の
み
が

生
息
し
、
そ

の

下
流
は
原

盆
地
北
端

の
原

大
橋
ま
で
が
タ
カ
ハ
ヤ
と

カ
ワ
ム
ツ
の
混
生
地
と
な

っ
て
い
る
が
、
そ
の
間
、

出
灰
川
で
は
落
合
橋
～
島

崎
堰
堤
間

で
は
ス
ナ
ド
ジ

ョ
ウ
が
、
島
崎
堰
堤
～
三

国
橋
の
間
で
は
カ
ジ
カ
や
ア
カ
ザ
が

こ
れ
に
加
わ
り
、
三
国
橋
か
ら
下
流

の
芥
川
本
流
で
は
タ
カ
ハ
ヤ
が
し
だ

い
に
少
な
く
な

っ
て
、
オ
イ
カ
ワ
や
カ

マ
ツ
カ
、
カ
ワ
ヨ
シ
ノ
ボ
リ
が
目
立

っ
て
く
る
。
原
大
橋
か
ら
下
流
に
な
る
と
タ
カ

ハ
ヤ
が

姿

を
消

し
、
タ
ナ
ゴ
が
現
わ
れ
る
。
摂
津
峡
入
口
の
下
ノ
ロ
大
橋
か
ら
下
流
で
は
河
床
に
人
手
が
多
く
加
わ
り
、
水
質

も
悪
化
し
て
く

る
た
め
魚
影
を
み
る
こ
と
は
少
な
く
な
る
。

芥
川
以
外
で
は
、
二
料
川
や
年
谷
川
に
も
タ
カ
ハ
ヤ
、
カ
ワ
ム
ツ
、
カ
ワ
ヨ
シ
ノ
ボ
リ
、
ド
ン
コ
な
ど
が
生
息
し
、
桧
尾
川

で
は
神
峰
山
寺
付
近
の
源
流
部
に
タ
カ

ハ
ヤ
が

い
る
が
、
下
流
は
淀
川
と
同
じ
で
あ
る
。
水
無
瀬
川
上
流
は
、

か
つ
て
は
タ
カ

１１１
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ハ
ヤ
の
み
の
生
息
地
で
あ

っ
た
が
、

一
九
七
四
(昭
和
四
九
)
年

一
〇
月
に
ア
マ
ゴ
が
放
流
さ
れ
た
。
川
久
保

か
ら
下
流

の
水
無

瀬
川
に
は
カ
ワ
ム
ツ
も
み
ら
れ
、
尺
代
付
近
に
な
る
と
オ
イ
カ
ワ
が
出
現
す
る
。

一
方
、
淀
川
は
、
か
つ
て
は
そ
こ
に
生
息
す
る
魚
族
の
種
類
と
量
が
多

い
こ
と
で
知
ら
れ
、
日
本
の
淡
水
魚

の
宝
庫
と
ま
で

い
わ
れ
て
、
沿
岸
に
は
漁
業
で
生
計
を
た
て
る
人
も
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
明
治
以
来
の
河
川
改
修
が
魚
類

の
生
息
、
繁
殖
場

所
を
し
だ
い
に
奪

い
、
近
年
は
沿
岸
の
都
市
化
、
工
業
化
に
よ

っ
て
水
質
が
悪
化
し
て
き
て
い
る
た
め
、
す

で
に
こ
の
水
系
か

ら
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
魚
種
も
多
い
。
高
槻
市
域
に
属
す
る
桧
尾
川
、
芥
川
の
合
流
点
付
近
で
確
認
さ
れ
る
魚
族
は
、
今
日

で
は

コ
イ
、
ギ
ン
ブ
ナ
、

ヘ
ラ
ブ
ナ
、
ウ
ナ
ギ
、
オ
イ
カ
ワ
、

モ
ツ
ゴ
、
ヤ
リ
タ
ナ
ゴ
、
シ
マ
ド
ジ

ョ
ウ
、

カ
ワ

ヨ

シ

ノ
ボ

リ
、

ス
ッ
ポ
ン
、

ヌ
マ
エ
ビ
、
ア
メ
リ
ヵ
ザ
リ
ガ

ニ
な
ど
十
数
種
を
数
え
る
に
す
ぎ
な
く
な

っ
て
い
る
。

112


	第一節　高槻の気候
	市内の気候資料
	気温
	降水量
	風と台風

	第二節　高槻の生物
	植生
	樫田の植物
	動物
	魚類


